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IIみのナンバーを選び
テカールを貼 ,て ください
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テカールt
貼■ζくださ|ヽ

■奎書について
,'43年 2月 か ら ヽイツの軍用車両 はすべ てダー

タイエ 0-に 贅 わりました 送彩 ほこの上にカ

ーキクリージ レ,ト フラウンを

`1用

tr作 戦

「
`こ

し
=現

地
`お

こなわれました 沐影の方法

よスプレー ハケ拳りのほ力に直1=を料 をふり

かけたものもあります 博1子 はインクスボット

(は ん点 | メ0メ ロ (し よ状 , シクサク等多

くの]=,1か あ |り ます ■期↓t,ウ インターオワ

イ ト(灰 色が ,っ た01が このよ ハケ塗 りさ

れました, 水性ベイン トのため行動中に善ち

でしまい 白と他の色の辻彩の ように 71り Jす
1,● 6年春

`は
重戦車  重火器

=限
,τ ジャー

マングレーで塗生 されました

■ タ ー レ ッ トナ ンバ ー に つ い て

タ レ ′卜1砲増 こ薔 ,れた 31● の

数字で所属する剛敬を示す 0の です

1桁 目 戦車審号

2桁 目 所属 する小隊番号

3桁 目 所属 する中隊番号

R 連隊本部中傲

数字 は自 またけホに自の フチ殴 |り の

もの が使用 され ま したが 後期に 7●

ると 黒色 に自の縁取 りの もの も使

われ  また自フチだけの しの もあり

ま した

好みのナ ンバー i選ひ

テカー′|を ,古 ●てくたさい
デカールを貼●てください
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1V号突撃砲 Sd Kf2167MONOGRAM

1941年 6月 22日  バルバロ ッサ作戦の開始により 当時 ドイツ軍の主力装備

である対戦車砲部隊の37mm PAK35136に 対 して ツビエ ト軍の76mm戦車砲

を装備 したT34や KVは  火力 装甲ともに数段上回るものでした.l・lと か対

抗できる兵器は50mm砲搭載のHI号戦車と 75mm砲搭載のIV号戦車 HI号
突撃砲だけでした。このため ドイツ軍は装甲の強イtと 対戦車戦闘力を高める

ため 当時開発中 であ oた 高初遠抱身の75mm戦車砲を搭載するH鳴突撃佗

の実用化を急きました.1943年一段と激 しさを増 した連合軍の攻撃により

同年11月 にH愕突撃砲の生産を行っていたアルケット社の生産施設が空爆に

より壕減的損害を受け生産数か激減 してしまいました。さらに前線では突撃

砲を求める声が多く 新 しい突撃抱の開発が急がれました それにより]V号

戦車の車体を突撃砲に用いることとなり ‖]号突撃砲の武装と上g略造を:V

=戦
草のシャーシ|[結合した[V号突撃砲Sd Kセ 167と して移管されたクルップ

クルシン社で生産されました.同年 12月 には早 くも試作機か完成 し 以後生

産は,945■4月 まで続けられ1141両 が完成 しました このIV号突撃砲はザウ

コンプブレント型防盾付きの長砲勲 0型 75m m力 1農法を搭載 し 独立突撃砲

旅団 独立突撃抱大隊 および大戦末期には主戦間戦車の代替えとして 戦

車lT団 と機甲歩兵師団の戦車大隊に装備され扶織 車白走砲として活躍しました。

'デ

ータI SO Kfz107 桑員 i4名  戦闘重量 :2301 全長 i6700m 全幅 |

2950m 全嵩 :2200m =砲 :43口径 75mm突 摯砲 40型  エンシン :マ イ

バ ンハ HL120TRM型  制動馬力 :300hp 燃料型
=カ

ソリン 変速装置 i

シンクロメンシユ式 前遺6段 後進1段 最大速度 :路上38km′h路外16km′ h

Jコ とちら,を選方でくたさt

ハ ,チ を開しる場合は 閉 した状渉 0

CDシコ
"エ

ンの取り椰ナ

=し
てくたさ,

シュ′|,,シ
=取|り 付ける場合は

363711更用しません

ロ
ウ主ましてくださ0
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■楽しい二十のため

“

,0ポイント

イ火の近 くては接着剤や塗料を使用 しI● い

2接着剤や塗11を便 うときま窓を円ける

3残 ったIま告書や会 |はヽたをして 幼児の手の

届かない日
"げ

に保存する 接慧剤や塗11は有

櫂月llを合ん ζlる ため 吸うと有言 こくせに

なり個 誨を害すること,あ るので故意に吸●て

はo■ ,ま せん

■デカールのしょうすな貼り方

1 テカールを貼るところのほとりや
'=れ

を ぬ

=tた
布できれ,ヽ 1,さ とってくだ0,

2貼 ,た いデカール

`台

紙ごとハサミ ζ切 |,と

'り

 i llづ つ木 またはぬるま湯に台級 を下に

して
'"く

ら,浮
'べ

,す

3水 から出したちタオルの上にのせ 指えてデ

カー′|が動 (か確かめた後 貼るところにお

いて静かに台級をすらします

4ナ イフや工具を正 しく使おう 言鴎 をランナー

から切 |り はなす晴は模型用ハサミを使用 し 余

●lな部分は力 ′ター ヤスリ等‐ 上0ま す

5租立中 でも整理整 とん しま しょう

4 1'先 に少 し水をつけて正確な位置にテカ ル

を動かしを後て やわらか( よく水 t吸 う

市 こデカールを押さえて内■の水分や気泡 |

押し出します

5 デカールが完全に乾ぃたら少し水をつ1,′ 布

= 
デカールのまわりのフリiふ さと,■ す

■記号の議鴫

日 繰1‐ `

■璧料の指定

口はクンゼ産業 M,カ ラー HIに水性ホビーカ,―の番号ζす

□麟:‖・・ 口留 田許
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四 HF 黒鉄色 , [[L

国 H□ D●●しプラック ゆ゙ FuT eLACK

田 H国 夕=クイエロー(サー lイエロー)

レットプラウン

SANDY Y[LLOW

RED BROヽ VNll H□

国 H回 ウットブラウン

カーキクリーン

Vヽ00D380ヽVN

KHAKI GR[:NlI H回

ll H国 籠鉄色 BuRNTIRON

②却休イ→四り耐

③椰 狗レα涯口卿ナ

8カ所とりたす田

④左キヤタビラの鯛
"立
て

9
El

つ のパープを

丸みをつけて

組み合わせます

□
5‐の′ヽ一 ′を

九みをつけて
組み合わせます

10

9=亀

⑤右キヤタt17の蠅み立て

9

□
"の

パーツを
丸みをつけで

相み合わせます

⑥車体上回の組み立て

10

10

□
い のパープを
丸み〔つけζ
組み合わせます

⑦●●I面の取り付け

○ハツ初 り耐

MCシー ,レ トの

取 り付け方
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